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はじめに 
 
このたびは、SYSMAC SPUデータ管理ミドルウェア（以下「EDMS」と呼びます）
をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 
EDMSは、ストレージ＆プロセッシングユニット（以下 SYSMAC SPUユニットと呼
びます）が収集したデータファイルを、パソコンのハードディスクにコピーし、さら
にデータベースに格納するためのソフトウェアです。 
SYSMAC SPUユニットを活用していただくために、EDMSの機能や性能などを十分
にご理解の上、ただしくお使いください。 
なお、ご使用の際は、SYSMAC SPU-Consoleのオペレーションマニュアル、および
SYSMAC SPUユニットのユーザーズマニュアルも併せてご覧ください。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA現場を管理される方 
・パーソナルコンピュータの利用技術を有する方 
・ネットワークの利用技術を有する方 
 

お願い 
本マニュアルは、EDMSを使用する上で、必要な情報を記載しています。お使いにな
る前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読みになった
後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。 
 

「ご承諾事項」 
● 保証内容 

(1)保証期間 

本ソフトウェアの保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたし
ます。ただし「カタログ等」に別途記載がある場合を除きます。 

(2)保証範囲 

• 本ソフトウェアの使用許諾を受けたお客様が、上記保証期間中にコンピュータ・
プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を発見し、当社に返却した場
合は、当社は瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュータ・プ
ログラムを記録した媒体と交換いたします。｛もしくは、当社の選択により、当
社ホームページより瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュー
タ・プログラムをダウンロードしていただく方法により提供いたします。｝また、
当社の責任によるコンピュータ・プログラムの記録媒体の不良を発見し、当社に
返却した場合、当社は、無償で、良品の媒体に記録したコンピュータ・プログラ
ムと交換いたします。 
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• 万一、当社がコンピュータ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）
を除去できないと判断した場合は、お客様が本ソフトウェア購入代金として支払
った金額をお返しいたします。 

 

●
 
責任の制限 
・ 前条に定める交換または購入代金の返金は、本ソフトウェアの保証責任のすべてを
定めるものであり、当社は本ソフトウェアの瑕疵により発生した、お客様の直接的、
間接的あるいは波及効果による損害等いかなる損害に対しても一切の責任を負いま
せん。 

・ 当社は、本ソフトウェアを当社以外の第三者が変更、改造することにより生じた瑕
疵や、本ソフトウェアのインストールその他の使用によって当社商品、インストー
ルされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラ
ム、ネットワーク、データベースが DDoS攻撃（分散型 DoS攻撃）、コンピュー
タウイルスその他の技術的な有害プログラム、不正アクセスを受けたことにより生
じた損害につきましては、一切責任を負いません。 

・ 当社は、本ソフトウェアに基づき、当社以外の第三者が開発したソフトウェアおよ
びそれにより生じた結果について一切の責任を負いません。 

 

●
 
本ソフトウェアの用途 
本ソフトウェアを本マニュアルに記載の用途以外の用途で使用しないでください。 
 

●
 
仕様の変更 
本ソフトウェアの仕様および付属品は改善またはその他の事由により、必要に応じて、
変更される場合があります。 
 

● 適用範囲 
以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本国外での取
引および使用に関しては、当社営業担当者までご相談ください。 
 



関連マニュアル 
 
EDMSの関連マニュアルは、下表のように構成されています。併せてご覧ください。 
Man. No. 形式 マニュアル名称 内容 

EDMSについて説明し
ています。 

SBSB-529 形WS02-EDMC1-V2 SYSMAC SPUデータ管理ミドル
ウェア （本書） 
ユーザーズマニュアル 

SBSB-533 形 CS1W-SPU01-V2 SYSMAC SPUユニット SYSMAC SPUユニット
について説明していま
す。 

形 CS1W-SPU02-V2 ユーザーズマニュアル 
形 CJ1W-SPU01-V2 

SBSB-534 形WS02-SPTC1-V2 SYSMAC SPU基本ソフトウェア
SPU-Console Ver.2.2 

SPU-Consoleの操作方
法について説明してい
ます。 オペレーションマニュアル 

SBSB-531 形WS02-EQMC1-V1 EQViewユーザーズマニュアル EQViewの操作方法に
ついて説明しています。
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安全上のご注意 
安全に使用していただくための表示と意味について 

このユーザーズマニュアルでは、SYSMAC SPUユニット、および PLCを安全に使用し
ていただくために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。 
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。 
表示と意味は次のとおりです。 
 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 

 
安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能、機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 
 お願い 

本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。  
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図記号の説明 
△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 

 
  

記号は、禁止を意味しています。 
の中と文章で示します。 具体的な内容は、

左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

 
  

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 

 
  

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

 
  

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「破裂注意」を表します。 
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通電中は、ユニットを分解しないでください。 

 

感電の恐れがあります。 

 
通電中は、端子に触れないでください。 

 

感電の恐れがあります。 

 
信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側

でフェールセーフ対策を施してください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 

 
安全のために、インターロック回路、リミット回路などを必ず、PLC

の外部回路に組んでください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 
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サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、オンラ

インエディットをしてください。 

入力信号を読み取れないことがあります。 

 
他ノードへプログラムを転送するときや、I/Oメモリを変更する操

作をするときは、変更先ノードの安全を確認してから行ってくださ

い。 

けがをする恐れがあります。 

 
電源の端子ネジは参照マニュアルで指定した規定トルクで締めて

ください。 

ねじが緩むと発火および誤動作の恐れがあります。 
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安全上の要点 
 
SYSMAC SPUユニットおよび PLCを使用する際には、次のことに気を付けてくださ
い。 
・参照マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。 
・電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧（や周波数）の電源を供給できるように
してご使用ください。 

・外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。 
・入力ユニットは、定格入力電圧を超える電圧を印加しないでください。 
・出力ユニットは、最大開閉能力を超える電圧の印加および負荷の接続をしないでく
ださい。 

・耐電圧試験は、機能接地端子を外して行ってください。 
・据え付け工事の際には、必ず D種接地（第 3種接地）をしてください。 
・次のような環境には設置しないでください。 
・日光が直接当たる場所 
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 
・温度の変化が急激で結露するような場所 
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
・ちり、ほこり、塩分、鉄紛が多い場所 
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
・SYSMAC SPUユニットは、「CS1 CPUユニット ユーザーズマニュアル セット
アップ編」（SBCA-301）、「CJシリーズ CPUユニット ユーザーズマニュアル 
セットアップ編」（SBCA-312）に示す通り、正しく設置してください。 

・次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源線が近くを通る場所 
・次のことを行うときは、PLCの電源を OFFにしてください。 
・SYSMAC SPUユニットや CPUユニット、メモリカセットの着脱をするとき 
・装置を組み立てるとき 
・ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき 
・ケーブルを接続、配線するとき 
・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき 
・本製品を分解して修理や改造はしないでください。 
・SYSMAC SPUユニットおよび PLCの取り付けねじ、端子台のねじ、ケーブルのね
じは参照マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。 

・出荷時からユニット上部に防塵ラベルが貼ってある場合は、通電前に必ずラベルを
外してください。放熱できず、誤動作の可能性があります。 

・ユニット内に配線クズや切粉などが入らないようにしてください。焼損、故障、誤
動作の原因となります。特に施工時は覆いを付けるなどの対策を行ってください。 

・配線は、圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、端子台に接
続しないでください。 

・配線を十分に確認してから通電してください。 
・正しく配線してください。 
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・端子台を十分に確認してから装着してください。 
・端子台、メモリユニット、増設ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロック
していることを確認してからご使用ください。 

・作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ
さい。 

・運転再開に必要なデータ、データメモリや保持リレーの内容は、交換した SYSMAC 
SPUユニットおよび PLCに転送してから、運転を開始してください。 

・ケーブルのコード部にものを載せないでください。 
・正しい電源電圧で使用してください。 
・ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。 
・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。 
 ・PLCの動作モード切替え 
 ・接点の強制セット／リセット 
 ・現在値や設定値の変更 

・接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユニットに触れて
ください。 

・メモリカードは、CARD LED点灯中は抜かないでください。カード内のファイルが
破壊される可能性があります。 

・メモリカードへのアクセス中は、電源を切らないでください。カード内のファイル
が破壊される可能性があります。 

・使用するメモリカードの環境条件（使用周囲温度等）にご注意ください。 
メモリカードの環境条件については、それぞれメモリカードのメーカーにお問い合
わせください。 
使用するメモリカードはオムロン製のみ動作保証しています。それ以外のメモリカ
ードでは動作保証および書き込みの保証はしておりません。 

・誤ってデータを削除したりファイルが破壊される場合に備えて、PCカード／メモリ
カードをバックアップすることをお勧めします。 

・PCカードスロットはメモリカードのみ使用できます。メモリカード以外のモデムカ
ードやイーサネットカードなどは使用できません。メモリカード以外はメモリカー
ドスロットへ挿入しないでください。 

・カードを挿入する場合、ガイドから外れた状態でないか確認ください。誤動作の原
因になります。 

・カード挿入後、必ずカードをロックしてください。ロックしないとカードが抜けて
誤動作の原因になります。 

・カードを挿入する場合、向きを確認の上挿入してください。誤った向きに無理やり
挿入するとカードあるいはガイドが壊れる可能性があります。 

・ENTERスイッチを押す前に必ず 7SEG LEDで実行するコマンド番号を確認くださ
い。異なる番号で ENTERスイッチを押すと、誤動作の原因になります。 

・「サンプリング設定の変更」など設定の変更中は、決して SYSMAC SPUユニット
の再起動および電源を落とさないでください。「サンプリング設定の変更」の実行
では、７SEG LEDに“P1”、“P2”～“PE”までを表示します。この途中で、
SYSMAC SPUユニットの再起動および電源を落とすと、変更中のシステム・ファ
イルが損傷することがあります。 

・ユニットの設定情報を転送中はユニットの電源を OFFしないでください。転送中に
電源を OFFすると、不正な情報がユニットへ転送され、ユニットが誤動作する可
能性があります。 

 



使用上の注意 
 
本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 
 

● 次のような環境には設置しないでください。 
・日光が直接当たる場所 
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 
・温度の変化が急激で結露するような場所 
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所 
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
 

● 次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源線や動力線が近くを通る場所 
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EC指令への適合について 
 

対応指令 
・EMC指令 
・低電圧指令 
 

対応の考え方 

■ EMC指令 

オムロンの商品は各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器であるため、
組み込んだ機械・装置がより容易に EMC規格に適合できるように、商品自身の関連
する EMC規格（注）の適合を行っています。 
しかし、お客様の機械・装置は様々であり、かつ EMCの性能は EC指令適合商品を
組み込んだ機器・制御盤の構成、配線状態、配置状態などにより変化しますので、お
客様の使用状態での適合性は確認できません。したがって、機械・装置全体での最終
的なEMC適合性の確認は、お客様自身で実施していただくようにお願いいたします。 
注：EMC（Electro-Magnetic Compatibility：電磁環境両立性）関連規格のうち、 

EMS（Electro-Magnetic Susceptibility：電磁感受性）および、 
EMI（Electro-Magnetic Interference：電磁妨害）に関しては、以下のようになっています。 

ユニット形式 EMS EMI 

形 CS1W-SPU01-V2 EN61000-6-2 EN61000-6-4 
形 CS1W-SPU02-V2 
形 CJ1W-SPU01-V2 

 なお、EN61000-6-4 Radiated emissionは 10m法によります。 
 

■ 低電圧指令 

電源電圧 50VAC～1000VACおよび 75VDC～1500VDCで動作する機器に対し、必要
な安全性が確保されていることを求めています。 
適用規格は EN61131-2となります。 
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マニュアル改訂履歴 
 
マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付記されま
す。 
 

 

改訂記号 

SBSB-529E Man. No.

 
 
 
 
 
改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 

－ 2005年 6月 初版 
B 2006年 6月 Version 2.0対応のための説明追加 
C 2013年 8月 Windows 7、Windows 8対応 
D 2018年 2月 Windows 10、Windows 8.1対応 
E 2018年 12月 ご承諾事項の更新に伴う改訂 
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1－1 概要 
1－1－1 ソフトウェアの概要 

SYSMAC SPUデータ管理ミドルウェア（以下「EDMS」と呼びます）は、SPUユニッ
トが収集したファイル（CSV形式）を、Ethernet経由で読み出して、パソコンのハー
ドディスクの指定フォルダにコピーするミドルウェアです。 
また、Version 2.0以降では、収集したデータをデータベースへ格納することが可能で
す。 

 

1－1－2 特長 
・簡単な設定で、SPUユニットが収集したデータをパソコンへ自動的に取り込むこと、
また、収集したデータをデータベースへ格納することが可能です。 

・ボタン操作によりコピーおよびデータベース格納の開始/停止を指定することができ
ます。 
または、パソコン起動時にバックグラウンドで自動的にコピー／データベース格納
を実行することもできます。 

 SYSMAC SPU データ
管理ミドルウェア 
EDMS 

CS/CJシリーズ CPUユニット

DB 

・コピー機能 
ボタン操作またはパソコン起動時に、バッ
クグラウンドでコピーする 

収集データ 

Ethernet 

SPUユニット 

サンプ 
リング 

パソコン 

・データベース格納機能 
ボタン操作またはパソコン起
動時に、バックグラウンドで
収集データをデータベースへ
格納する 

CSVファイル 

 
・パソコンの任意のフォルダ*1に、任意の組み合わせでファイル名を自動生成して、
保存することが可能です。任意文字列、時刻、連番などを生成できます。 
*1:デフォルトは、マイドキュメントの下の［EDMS Data¥Copy Files¥］の下に［SPUユニッ
ト名¥コピー名］で作成されます。 

・収集データの一覧（ファイル名、ファイルサイズ、先頭レコード時刻、最終レコー
ド時刻）を表示します。 
・コピー動作、データベース格納動作、エラー状況のログを、確認することができま
す。 
・ネットワークの障害やなんらかの理由で、パソコンを停止させる場合でも、SPUユ
ニットの収集データには影響を与えません。まだコピーをしていない収集データフ
ァイルがメモリカード内に存在する場合、そこからコピーを開始します。 
・システム全体の時刻が同一になるために、対象 PLCおよび SPUユニットの時刻を、
定期的にパソコンの時刻に合わせることが可能です。 



1－1 概要 
1－1－3 EDMSのしくみ 
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1－1－3 EDMSのしくみ 
EDMSは、以下の 2つの実行プログラムから構成されます。 

EDMS 

FinsGatewayサービス EDMS-Console 

CopyTaskサービス コピー設定画面 

Microsoft .NET Framework 1.1 

Microsoft Windows 7/8/8.1/10/2008 Server/2012 Server 

データベース格納サービス データベース格納設定画

 
 
・「CopyTaskサービス」 

SPUユニットが収集したファイルを、ネットワークで接続されたパソコンへコピー
し、パソコンのハードディスクへ保存するプログラム。 
バックグランドで稼動し、SPUユニットを監視します。 

・「データベース格納サービス」 
パソコンへコピーしたデータをデータベースへ格納するプログラム。 
バックグランドで稼動します。 

・「EDMS-Console」 
EDMS-Consoleは、各種設定画面のユーザインタフェースとして動作する実行プロ
グラム。 
その中で、コピー設定画面は、CopyTaskサービスの設定、動作の指示、および動
作状況をモニタします。パソコンへコピーしたファイルを一覧で表示し、データ管
理することも可能です。 
データベース格納画面は、データベース格納サービスの設定、動作の指示、および
動作状況をモニタします。 



1－1 概要 
1－1－4 EDMSの仕様 
 

1-4 

1 

概
要 

1－1－4 EDMSの仕様 
 

項目 内容 
形式 形WS02-EDMC1-V2 

パソコン本体 Intel Pentium/Celeron系列、またはこれらと互換のプロセッサを搭載したパソコン
CD-ROMドライブ インストール時に必要 
ディスプレイ Super VGA (800 × 600) 以上の高解像度ビデオ アダプタおよびモニタ 
マウス 対応 OSがサポートしている機種に準拠します。 
ネットワークカー
ド 

LAN接続のポートを持たないパソコンの場合は、別途 Ethernet接続用のネットワ
ークカードが必要です。 

OS Microsoft Windows 7 (32/64bit) 
Microsoft Windows 8 (32/64bit) 
Microsoft Windows 8.1 (32/64bit) 
Microsoft Windows 10 (32/64bit) 
Microsoft Windows 2008 Server 
Microsoft Windows 2012 Server 

動作環境 

アプリケーション
用プラットフォー
ム（実行環境） 

Microsoft .NET Framework 1.1 
Microsoft Data Access Components 2.6以上 

通信用プラットフォーム FinsGateway Version2003 
その他に必要なソフトウェア SPUユニットの設定をするには、別途 SPU-Consoleが必要です。 
対象 SPUユニット登録 IPアドレスと名前を指定することで登録可能（SPU-Consoleと同様） 

登録した対象 SPUユニットのメモリカード内に収集したデータファイルを、パ
ソコンのハードディスクの指定フォルダにコピーする。 
SPU-Consoleで設定したデータファイルの「ファイルの数」を 2個以上とした場
合のみ有効にできます。 
設定可能なコピーの数 最大 256 
コピー開始の起動条件 開始ボタン、またはパソコン起動時 
コピータイミング ファイルがコピー可能な状態（収集の停止、ま

たはファイルの切り替わり）になったタイミン
グで、ネットワーク経由でファイルをパソコン
のハードディスクへ自動的に保存。 

保存位置 任意のフォルダ 
保存ファイル名 以下の書式を、組み合わせて自動生成可能 

任意の文字列、コピー名、コピー元のユニット
名、コピーした日付（年月日）/時刻、コピーし
たファイルの連番、収集ファイル内の先頭レコ
ードの日付/時刻、最終レコードの日付/時刻 

コピー機能 

コピーを監視する周期 コピー可能かどうか監視する周期を設定可能 
デフォルト：10s 

SPU時計同期機能 定期的に、SPUユニット（Ver.1.2以降のみ可能）および CPUユニットの時計を、
パソコンの時計に同期させることが可能 

状態表示 コピー開始中、動作（コピー監視）中、コピー中、停止中、エラーを確認可能 
ログ表示 ボタン操作で、動作またはエラーログ（年月日時刻、イベント ID、説明）を表

示 
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項目 内容 
データベース格納機能 

パソコンのハードディスクの指定フォルダにコピーしたデータファイルをデー
タベースに格納する。 
データベース格納を対象とするデータファイルは、SPU-Consoleデータファイル
の「ファイルの数」を 3以上に設定する必要があります。 
設定可能なデータベース格納
サービスの数 

最大 65 

データベース格納サービス開
始の起動条件 

開始ボタン、またはパソコン起動時 

格納タイミング データベースに格納可能なファイルの存在を
確認したタイミングで、ファイルをデータベー
スへ自動的に登録。 

使用可能データベース Microsoft Access 2003 
Microsoft SQL Server 2005 
Oracle Database 10g 

基本機能 

コピー先フォルダを監視する
周期 

データベース格納可能なファイルの有無を監
視する周期を設定可能 
デフォルト：10s 

状態表示 動作中（ファイル監視）、停止中を確認可能 
ログ表示 ボタン操作で、動作またはエラーログ（年月日時刻、説明）を表示 
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1－1－5 本パッケージの内容 
形WS02-EDMC1-V2には、以下のソフトウェア、データが含まれます。 

● EDMSインストールプログラム 
CopyTaskサービス、データベース格納サービス、EDMS-Consoleをパソコンへインス
トールするプログラム。 

● Microsoft .NET Framework Version 1.1 再頒布可能パッケージ 
SPU-Consoleを実行するためには、Microsoft .NET Framework Version1.1が必要です。パ
ッケージに含まれるMicrosoft .NET Framework再頒布可能パッケージを使って、パソコ
ンに.NET Frameworkをインストールすることができます。 

● FinsGateway Version2003 ETN_UNIT 
SPU-Consoleを実行するために必要な通信ミドルソフトウェアです。 

● Microsoft Data Access Components (MDAC) 2.8 SP1 
Microsoft社が提供するデータベースアクセスのためのプログラム部品です。バージョ
ン 2.6以上が必要です。 

● マニュアルデータ 
本書が PDF（Portable Document Format）形式で含まれます。 
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2－1 インストール/アンインストールする 
2－1－1 インストールを行う前に 

・EDMSをインストールする前に、パソコンが「1－1－4  EDMSの仕様」の「動作
環境」の条件を満たしていることを確認してください。 

・EDMSを使用するためには、以下のソフトウェアが、パソコンにインストールされ
ていることが必要です。 
1) Microsoft .NET Framework Version 1.1 
2) FinsGateway Version2003 ETN_UNIT 
3) Microsoft Data Access Components (MDAC) 2.6以上 
4) SPU-Consoleのインストール（必要時） 
上記ソフトウェアのインストールは、EDMSのインストールディスクから行うこと
ができます。 

以下に、EDMSをパソコンにインストール／アンインストールする手順、
Microsoft .NET Framework、FinsGateway、およびMDACをパソコンにインストー
ルする手順を示します。 
注：インストールおよび操作には、管理者の権限が必要です。 
 

2－1－2 EDMSをインストールする 
以下の手順に従い、EDMSをインストールします。 
既に古いバージョンの EDMSをインストールしている場合は、先にアンインストール
してからインストールしてください。 
1 コンピュータを起動し、管理者権限のあるユーザでログオンします。 
2 EDMSインストールディスクを CD-ROMドライブにセットします。 
以下のプログラムが自動的に起動します。 

 
自動的に起動しない場合は、以下のファイルを実行します。 
<CD-ROMドライブ>:¥SetupLauncher.exe 

３ [EDMSのインストール]をクリックします。 
OMRON EDMS Version 2.1セットアッププログラムが起動します。プログラムの
指示に従って作業を進めてください。 
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2－1－3 Microsoft .NET Frameworkのインストール 
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参 考 

 

・Microsoft .NET Frameworkなど動作条件を満たしていない場合、警告のメッセージ
が表示され、セットアッププログラムは終了します。この場合は、以下の手順を参
考に必要なソフトウェアをインストールし、再度 EDMSのインストールを実行して
ください。 

・古いバージョンの EDMSをアンインストールせずに新しいバージョンの EDMSを
インストールした場合は、正しくファイルがコピーされません。一度古いバージョ
ンの EDMSをアンインストールしてから、再度インストールしてください。 

 

2－1－3 Microsoft .NET Frameworkのインストール 
EDMSを使用するには、Microsoft .NET Framework Version 1.1 が必要です。イン
ストールしていない場合は、以下の手順でMicrosoft .NET Framework Version 1.1
をインストールしてください。 
Microsoft .NET Framework Version 1.1は、EDMSのインストールディスクに含ま
れる「.NET Framework 再配布可能パッケージ」でインストールします。 

● 再頒布可能パッケージでインストールする 

1 コンピュータを起動し、管理者権限のあるユーザでログオンします。 
2 EDMSインストールディスクを CD-ROMドライブにセットします。 
以下のプログラムが自動的に起動します。 

 
自動的に起動しない場合は、以下のファイルを実行します。 
<CD-ROMドライブ>:¥SetupLauncher.exe 

3 [Microsoft .NET Framework 1.1]をクリックします。 
Microsoft .NET Framework 1.1セットアッププログラムが起動します。プログラ
ムの指示に従って作業を進めてください。 
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参 考 

 

・Microsoft .NET Framework は Version1.1が必要です。Version 1.0や 2.0など他の
バージョンでは正しく動作しません。必ずVersion1.1をインストールしてください。

・Microsoft .NET Frameworkは複数のバージョンを同一のマシンにインストールする
ことができます。 

 

2－1－4 FinsGatewayをインストールする 
EDMSを使用するには、FinsGateway Version2003 ETN_UNITが必要です。 
FinsGateway Version2003より以前のバージョンがインストールされている場合は、
先にアンインストールを実行してください。 
インストール後には、コンピュータの再起動が必要となります。 
1 コンピュータを起動し、管理者権限のあるユーザでログオンします。 
2 EDMSインストールディスクを CD-ROMドライブにセットします。 
以下のプログラムが自動的に起動します。 

 
自動的に起動しない場合は、以下のファイルを実行します。 
<CD-ROMドライブ>:¥SetupLauncher.exe 

3 [FinsGateway 2003]をクリックします。 
OMRON FinsGateway Version 2003 Embedded Edition (ETN_UNIT)セットア
ッププログラムが起動します。プログラムの指示に従って作業を進めてください。 

4 インストールが完了したら、コンピュータを再起動します。 
 

2－1－5 MDACをインストールする 
EDMSを使用するには、Microsoft Data Access Components (MDAC) 2.6以上が必要
です。2.6以上をインストールしていない場合は、以下の手順でインストールしてくだ
さい。 
1 コンピュータを起動し、管理者権限のあるユーザでログオンします。 
2 EDMSインストールディスクを CD-ROMドライブにセットします。 
以下のプログラムが自動的に起動します。 



2－1 インストール/アンインストールする 
2－1－6 EDMSをアンインストールする 
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自動的に起動しない場合は、以下のファイルを実行します。 
<CD-ROMドライブ>:¥SetupLauncher.exe 

3 [MDAC 2.8 SP1]をクリックします。 
Microsoft Data Access Components 2.8 SP1セットアッププログラムが起動しま
す。プログラムの指示に従って作業を進めてください。 

 

参 考 

 

Microsoft Data Access Components 2.6以上が既にインストールされている場合は、
[MDAC 2.8 SP1]のボタンは表示されません。 

 

2－1－6 EDMSをアンインストールする 
以下の手順に従い、EDMSをアンインストールします。 
1 コンピュータを起動し、管理者権限のあるユーザでログオンします。 
2 ［スタート］メニューから［コントロールパネル］を選択します。 
3 ［プログラムの追加と削除］（Windows Vista/7の場合は「プログラムの削除」）
を実行します。 

4 一覧から「OMRON EDMS Version 2.1」を選択し［変更と削除］をクリックしま
す。 

5 セットアップ メンテナンス プログラムで［削除］を選択し、［次へ］ボタンをク
リックします。 
プログラムの指示に従って作業を進めてください。 
 



2－2 EDMS-Consoleの起動と終了 
2－2－1 EDMS-Consoleを起動する 
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2－2 EDMS-Consoleの起動と終了 
 

2－2－1 EDMS-Consoleを起動する 
1 ［スタート］メニューから、［プログラム］｜［OMRON］｜［EDMS］｜
［EDMS-Console］を選択して、EDMS-Consoleを起動します。 
EDMS-Consoleを起動すると、以下の画面が表示されます。 

 
 

参 考 

 

・EDMS-Consoleを使用するには管理者権限が必要です。管理者権限のあるユーザで
ログオンしてください。 

・EDMS-Consoleは複数起動することができません。 
 

2－2－2 EDMS-Consoleを終了する 
1 EDMS-Consoleの［ファイル］メニューから［終了］を選択します。 

EDMS-Consoleが終了します。 



2－3 基本操作手順 
2－3－1 コピーの操作手順 
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2－3 基本操作手順 
 
操作手順を以下に示します。 
EDMS-Consoleのコピー機能を使用して、SPUユニットからパソコンにデータをコピ
ーする場合は「2－3－1 コピーの操作手順」の操作を実行します。 
さらに、コピーしたデータをデータベースに格納する場合は、「2－3－2 データベー
ス格納の操作手順」の操作も実行します。 
 

2－3－1 コピーの操作手順 
EDMS-Consoleをインストールしたパソコンを、SYSMAC SPUユニットと
LANケーブルで接続する 

SPU-Consoleと
同様 

↓ 
［スタート］メニューから、［プログラム］｜［OMRON］｜［EDMS］｜
［EDMS-Console］を選択して、EDMS-Consoleを起動する 

2－2－1、 
3－2－1 

↓ 
SPUユニットを登録する（IPアドレスを指定） 3－2－3 

↓ 
必要に応じ［最新の情報に更新］ボタンをクリックする 3－2－4 

↓ 
SPU/コピーツリーに、コピーが更新表示される  

↓ 
コピーを選択し、［このコピーを有効にする］のチェックボックスをチェック
する 

3－2－5 

↓ 
必要に応じ、［高度な設定］ボタンをクリックして、コピー保存フォルダ、コ
ピーしたファイル名の指定、コピー可能かどうかの監視周期などを設定する 

3－2－6 

↓ 
［開始］ボタンでコピー開始、 
または［パソコン起動時に自動的にコピーを開始する］をチェックし、パソコ
ンを再起動する。 

3－2－7 

↓ 
コピーが開始され、コピーの一覧が表示される 3－2－7 

↓ 
［状態］欄で、コピーのステータスを確認する 3－2－8 

↓ 
［ログの表示］ボタンで、ログを確認する 3－2－9 

 
 



 
2－3－2 データベース格納の操作手順 

2-8 

2 
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
起
動
・
終
了 

2－3－2 データベース格納の操作手順 
データベース格納の操作を行う前に、「2－3－1 コピーの操作手順」の操作を行う必
要があります。 
 

SPU-Consoleで SPUユニットの収集設定を行
います（収集ファイルの数は 3以上に設定して
ください） 

「SPU-Console オペレーションマニュアル」
（SBSB-528）を参照 

↓ 
EDMS-Consoleを SPUユニットにオンライン
接続します 
（［ファイル］｜［SPUユニットの登録］） 

「3－2－3 SPUユニットの登録をする」を参
照 

↓ 
EDMS-Consoleの［ファイルのコピー］画面で
コピーを有効にします 

「3－2－5 コピーの設定をする」を参照 

↓  
EDMS-Consoleの［データベース格納］画面で
データベース格納の設定を行います 

「4－3－1 データベース格納の設定を行う」、
および「4－4 データテーブル格納の詳細設定」
参照 
↓ 

EDMS-Consoleの［データベース格納］画面で
データ格納を開始します 

「4－3－2 データベースへのデータ格納の開
始」、および「4－5 データテーブル格納の操
作」参照 

 
 
 



      
 

 

第3章 
コピー機能 

 



3－1 コピー機能の画面構成 
3－1－1 SPU/コピーツリー 
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3－1 コピー機能の画面構成 
 
コピー機能の画面は、以下の 3つの画面で構成されています。 
名称 内容 

SPU/コピーツリー SPUユニットごとのコピーをツリーで表示します。 
SPUユニットを選択すると、SPUユニットの情報画面が表示されます。
コピーを選択すると、コピーの情報画面が表示されます。 

SPUユニットの情報画面 SPUユニットに関する情報/操作画面です。 

コピーの情報画面 コピーに関する情報/操作画面です。 

 

3－1－1 SPU/コピーツリー 
SPUユニットごとのコピーのツリーです。 

 
SPU/コピーツリーは、以下の 3つの方法で表示されます。 
表示方法 内容 

SPUユニットの一覧 登録されている SPUユニット、およびその SPUユニットに登録されてい
るサンプリング/収集パターン名が、すべて表示されます。 

有効なコピー ［コピーの情報画面］にて、［このコピーを有効にする］のチェックボッ
クスがチェックされているコピーが、表示されます。 

ブックマーク ［コピーの情報画面］にて、［ブックマークに登録する］のチェックボッ
クスがチェックされているコピーが、表示されます。 

・［最新の情報に更新］ボタン： 
「3－2－3 SPUユニットの登録をする」で、SPUユニットの登録、削除、変更操作
を行った場合、［最新の情報に更新］ボタンをクリックしてください。 
SPU/コピーツリーの SPUユニット・コピーが更新表示されます。 



3－1 コピー機能の画面構成 
3－1－2 SPUユニットの情報画面 
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3－1－2 SPUユニットの情報画面 
SPU/コピーツリーの SPUユニットを選択すると、SPUユニットの情報画面が表示さ
れます。 

SPU ユニットの情報画面 

SPU/コピー 
ツリー 

SPU ユニットの設定を読み出します。

SPU ユニットの設定を変更したときな
どに、再度読み出す場合に使用します。

コピーの一覧で選択した
コピーを開始、または停止
します。 

対象とする SPU ユニットの［コピーの

一覧］を表示します。 
コピーの状態を一覧で表示します。 

SPU ユニットの名前、IP アドレスなど
の情報を表示します。 

コピーの一覧で選択したコピー
を有効、または無効にします。

 
 

SPUユニットの情報画面の内容は、以下のとおりです。 
名称 内容 

SPUユニットの情報画面 SPU/コピーツリーの SPUユニットを選択すると、その SPUユニットの
状態、コピーの一覧が表示されます。選択したコピーの開始/停止を操作
することもできます。 

 



3－1 コピー機能の画面構成 
3－1－3 コピーの情報画面 
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3－1－3 コピーの情報画面 
SPU/コピーツリーのコピーを選択すると、コピーの情報画面が表示されます。 

 

SPU/コピーツリー 

コピーの設定 

ファイルの詳細

コピーしたファイルの一覧

コピーの情報画面

 
コピーの情報画面は、以下の 3領域から構成されます。 
名称 内容 

コピーの設定 コピーを設定します。また、コピーの開始、停止などを操作します。 

コピーしたファイルの一覧 パソコンにコピーしたファイルの一覧が表示されます。 

ファイルの詳細 「コピーしたファイルの一覧」でファイル名をクリックすると、パソコ
ンにコピーした 1ファイルごとの詳細が表示されます。 

 



3－1 コピー機能の画面構成 
3－1－3 コピーの情報画面 
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■ コピーの設定 
［SPU/コピーツリー］にて選択された、コピーの設定、コピーの開始/停止操作を行い
ます。また、コピーの状態を表示します。 

 
 

● コピーの設定 
以下のチェックボックスにて、コピーの設定を行います。 
チェックボック
ス 

内容 

このコピーを有
効にする 

チェックすると、パソコンにコピー可能となります。 
チェックされている場合は、「操作」欄の［開始］ボタンによって、コピーが
開始されます。「パソコン起動時に自動的にコピーを開始する」をチェックし
ている場合、パソコン起動時に、コピーが開始されます。 
最大 256個のコピーを有効に設定できます。 
チェックされているコピーは、［SPU/コピーツリー］の［有効なコピー］に登
録されます。 
SPU-Consoleで設定したデータファイルのファイル数を、2以上に設定した場
合のみ有効にできます。 

ブックマークに
登録する 

チェックされているコピーは、［SPU/コピー
ツリー］の［ブックマーク］に登録されます。

パソコン起動時
に自動的にコピ
ーを開始する 

「このコピーを有効にする」を
チェックしている場合、設定可
能となります。 
チェックしていない場合、グレ
ーアウトされます。 

チェックすると、［操作］欄で［開始］ボタ
ンをクリックしなくとも、パソコンの起動時
に、自動でコピーが開始されます。 

 
● ［操作］欄 

ボタン 内容 

開始 「このコピーを有効にする」がチェックされている場合、パソコンへのコピー
を開始します。 

停止 パソコンへのコピーを停止します。 
高度な設定 コピー先のフォルダ、コピーしたファイル名のフォーマット、コピーを監視す

る周期、パソコンの時刻を SPUユニットに設定するか否かを設定する画面を表
示します（3-2-6項を参照）。 

 
● ［状態］欄 

項目 内容 

現在のコピーの
ステータス 

開始中、動作中、コピー中、停止中、警告、異常 

 
ボタン 内容 

ログの表示 コピー開始/停止またはエラーなどの発生日時をログとして確認できます。 



3－1 コピー機能の画面構成 
3－1－3 コピーの情報画面 
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■ コピーしたファイルの一覧 
SPUユニットからパソコンにコピーしたデータファイルが、一覧で表示されます。 

 
コピーしたデータファイルごとの表示内容は、以下のとおりです。 
表示項目 内容 

ファイル名 コピーしたデータファイルのファイル名です。 

ファイルサイズ コピーしたデータファイルのファイルサイズです。 

先頭レコードの時刻 コピーしたデータファイルに記録されている先頭レコードの時刻です。
ミリ秒（ms）まで表示されます。 

最終レコードの時刻 コピーしたデータファイルに記録されている最終レコードの時刻です。
ミリ秒（ms）まで表示されます。 

なお、［フォルダの表示］ボタンをクリックすると、コピー先のフォルダが表示され

ます。 



3－1 コピー機能の画面構成 
3－1－3 コピーの情報画面 
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■ ファイルの詳細 
「コピーしたファイルの一覧」でファイル名をクリックすると、パソコンにコピーし
た各データファイルの詳細が表示されます。 

 
表示する内容は、以下のとおりです。 
プロパティ名 値 

ファイル名 コピーしたデータファイルのファイル名です。 

ファイルサイズ コピーしたデータファイルのファイルサイズです。 

レコード数 コピーしたデータファイルに記録されているレコード数です。 

先頭レコードの時刻 コピーしたデータファイルに記録されている先頭レコードの時刻です。 

最終レコードの時刻 コピーしたデータファイルに記録されている最終レコードの時刻です。 

コピーした時刻 コピーしたデータファイルの作成日時です。 
ファイルのパス コピーしたデータファイルの格納されているパスです。 

 



3－2 操作方法 
3－2－1 使用手順フロー 
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3－2 操作方法 
3－2－1 使用手順フロー 

 
EDMS-Consoleをインストールしたパソコンを、SYSMAC SPUユ
ニットと LANケーブルで接続する 

SPU-Console
と同様 

↓ 
［スタート］メニューから、［プログラム］｜［OMRON］｜［EDMS］
｜［EDMS-Console］を選択して、EDMS-Consoleを起動する 

2－2－1、 
3－2－1 

↓ 
SPUユニットを登録する（IPアドレスを指定） 3－2－3 

↓ 
必要に応じ［最新の情報に更新］ボタンをクリックする 3－2－4 

↓ 
SPU/コピーツリーに、コピーが更新表示される  

↓ 
コピーを選択し、［このコピーを有効にする］のチェックボックス
をチェックする 

3－2－5 

↓ 
必要に応じ、［高度な設定］ボタンをクリックして、コピー保存フ
ォルダ、コピーしたファイル名の指定、コピー可能かどうかの監視
周期などを設定する 

3－2－6 

↓ 
［開始］ボタンでコピー開始、 
または［パソコン起動時に自動的にコピーを開始する］をチェック
し、パソコンを再起動する。 

3－2－7 

↓ 
コピーが開始され、コピーの一覧が表示される 3－2－7 

↓ 
［状態］欄で、コピーのステータスを確認する 3－2－8 

↓ 
［ログの表示］ボタンで、ログを確認する 3－2－9 

 

3－2－2 EDMS-Consoleを起動する 
［スタート］メニューから、［プログラム］｜［OMRON］｜［EDMS］｜
［EDMS-Console］を選択して、EDMS-Consoleを起動します 



3－2 操作方法 
3－2－3 SPUユニットの登録をする 
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3－2－3 SPUユニットの登録をする 
コピーの対象とする SPUユニットを登録します。 
1. [ファイル]メニューから[SPUユニットの登録]を選択します。 

 
2. [新規]ボタンをクリックし、SPUユニットを登録します。 

 
・[IPアドレス]には、SPUユニットの IPアドレスを指定します。 
・[名前]には、登録する SPUユニットを表す任意の文字列を指定します（省略した場
合は自動的に IPアドレスが名前になります）。 

参考：SPUユニットの FINSアドレスは、コマンド［05 IPアドレスの表示(LAN1)］で確認で
きます。 

 

3－2－4 SPUユニット･コピーの一覧を更新する（必要時） 
SPUユニットの登録画面で、SPUユニットの新規登録、変更、削除を行った場合は、
［最新の情報に更新］ボタンをクリックしてください。 
SPU/コピーツリーの SPUユニット・コピーが更新表示されます。 
 



3－2 操作方法 
3－2－5 コピーの設定をする 
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3－2－5 コピーの設定をする 
SPU/コピーツリーでコピーを選択し、［コピーの情報画面］にて［このコピーを有効
にする］のチェックボックスをチェックしてください。 

 
 
［このコピーを有効にする］をチェックすると、他のチェックボックスや操作、状態
が有効になります。 
 

チェックします。 



3－2 操作方法 
3－2－6 高度な設定をする（必要時） 
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3－2－6 高度な設定をする（必要時） 
［高度な設定］ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 

 
設定できるのは、以下の項目です。 
項目 内容 

コピー先のフォ
ルダ 

コピーしたファイルを保存するパスです。直接入力するか、［…］ボタンをク
リックして、選択または作成することができます。 
［初期値に戻す(R)］ボタンをクリックすると、初期値（注）に戻すことができ
ます。 
注：コピー先のフォルダの初期値は、以下のとおりです。マイドキュメントの
下の［EDMS Data¥Copy Files¥］の下に、［SPUユニット名¥コピー名］ 

コピーしたファ
イル名のフォー
マット 

コピーしたファイルの名前を、要素を組み合わせる形で指定することができま
す。 
コピーした年月日、時分秒、データ収集名、連番などの要素をファイル名にす
ることが可能です。 
［テンプレート］で既定の書式を指定することができます。 
直接編集することで既定の書式以外を指定することもできます。 
実際に付けられる名前の例は、サンプルに表示されます。 

ユニットを監視
する周期 

コピー可能かどうか監視する周期を秒（s）単位で指定します。 
デフォルトは 10秒です。 

パソコンの時刻
をユニットに設
定する 

ONにすると対象とする SPUユニットおよび CPUユニットの時計を定期的に
パソコンの時計に同期させます。 
このオプションは、同一 SPUユニットのすべてのコピーに反映されます。 
＊この機能は SPU Ver.1.2 以降のユニットでのみ有効です。 

 

お願い 
 

「パソコンの時刻をユニットに設定する」を有効にする場合は、パソコンの時刻が正

しく設定されていることをご確認ください。 

 



3－2 操作方法 
3－2－7 コピーを開始する 
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3－2－7 コピーを開始する 
コピー開始の起動条件には、以下のいずれかが可能です。 
・［開始］ボタン 
・パソコン起動時に自動的に開始 

■ ［開始］ボタンで開始する 

1. ［操作］欄の［開始］ボタンをクリックしてください。 

クリックします 

 
2 コピーが開始されます。 
コピーしたファイルが、順に、［コピーしたファイルの一覧］に表示されてきます。 

 

■ パソコン起動時に自動的に開始する 

1. ［操作］欄の［パソコン起動時に自動的にコピーを開始する］のチェックボックス
をチェックしてください。 
注：この場合、［開始］ボタンをクリックしなくても、パソコンの起動時に、自動でコピー
を実行することができます。ただし、上記設定をチェックして有効にした直後は、コピ
ーを開始しません。 

2. コピーを開始するには、以下の 2つの方法があります。 
 1）［開始］ボタンをクリックする。 
 2）パソコンを再起動する。 
3. コピーを停止する場合には、［操作］欄の［停止］ボタンをクリックしてください。 
 

お願い 
 

コピー先のフォルダに指定したドライブの空き領域が5%以下となると[警告]状態にな
り、2.5%以下になると[異常]状態になり、コピーを停止します。コピー先のドライブ
の空き領域は、十分に確保してください。 

 



3－2 操作方法 
3－2－8 コピーのステータスを確認する 
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3－2－8 コピーのステータスを確認する 
コピーが開始されると、コピーしたファイルが、［コピーしたファイルの一覧］に表
示されてきます。 
現在のコピーのステータスは、［状態］欄で確認することができます。 

 

状態が表示されます

 
［状態］欄には、以下のステータスが表示されます。 
ステータス 内容 

開始中 コピーを開始しています。 

動作中 コピーの監視を行っています。 

コピー中 ファイルをコピーしています。 

停止中 コピーをしていません。 

警告 何らかの原因でコピーを実行することができません。ただし、コピーの監視は継続し
ます。 

異常 何らかの原因でコピーを実行することができません。この場合、コピーの監視を停止
します。 

 



3－2 操作方法 
3－2－9 ログを確認する 
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3－2－9 ログを確認する 
EDMSでは、コピー開始/停止、エラーなどの発生日時のログを確認することができま
す。エラーなどにより、コピーが開始できない場合に、ログを確認することで原因が
判明する場合があります。 
1 ログを確認するには、［ログの表示］ボタンをクリックします。 

 
以下の［ログの表示］画面が表示されます。 

 
このコピーに関するイベントだけが、新しいものから順に、表示されます。 
表示される内容は、以下のとおりです。 
項目 内容 

種類 イベントの種類です。情報、エラーなどがあります。 

日付 イベントが起こった日付です。 

時刻 イベントが起こった時刻です。 

イベント ID アプリケーション固有のイベント IDです。 

説明 イベントの内容を表示します。 

2 イベントの表示を最新にする場合には、[F5]キーを押してください。 
 

参 考 
 

ログは、Windowsのイベントログの機能を使用しています。Windowsのイベントビュ
ーアでもログを表示することができます。 

クリックします。 



3－2 操作方法 
3－2－10 コピーを停止する 
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3－2－10 コピーを停止する 
コピーを停止するには、［停止］ボタンをクリックします。 

 

3－2－11 コピーを無効にする 
コピーを無効にする場合は、コピーを停止してから、［コピーの情報画面］にて、［こ
のコピーを有効にする］のチェックをはずしてください。 
 

3－2－12 SPUユニットの情報を表示する 
SPUユニットの設定（IPアドレス、現在時刻など）を確認したいとき、またはその
SPUユニットのコピーの一覧を表示し、それからコピーを開始/停止操作をしたいとき、
SPU/コピーツリーから SPUユニットを選択します。 
 

 

クリックします。 

SPUユニットの情報画面 

SPU/収集データ 
ツリー 



3－2 操作方法 
3－2－12 SPUユニットの情報を表示する 
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項目 内容 

名前 SPUユニットの名前を表示します。 
IPアドレス SPUユニットの IPアドレスを表示します。 
現在の状態 現在の SPU ユニットの状態（アイドル、サンプリング、設定の変更、ア

ーカイブ、初期処理）を表示します。 
ユニットの時刻 SPUユニットの時計の現在時刻を表示します。 
設定の読み出しボタ
ン 

SPUユニットの設定を読み出します。 
SPUユニットの設定を変更したときなどに、再度読み出すときに使用
します。 

コピーの一覧 対象とする SPUユニットの［コピーの一覧］を表示します。 
コピーの状態を一覧で表示します 

コピーの開始ボタン コピーの一覧で選択したコピーを開始します。 

コピーの停止ボタン コピーの一覧で選択したコピーを停止します。 

有効ボタン コピーの一覧で選択したコピーを有効にします。 

無効ボタン コピーの一覧で選択したコピーを無効にします。 

 

お願い 
 

SPUユニットの設定を変更した場合、［設定の読み出し］ボタンをクリックして、
EDMS-Consoleの設定の変更を反映してください。以前の設定のままコピーを行うと、
正しくコピーされない場合があります。 

 



3－3 CopyTaskサービスについて 
3－3－1 FinsGatewayの CopyTaskサービスの開始 
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3－3 CopyTaskサービスについて 
FinsGatewayの CopyTaskサービスは、EDMSで使用しているWindowsサービスで
す。 
通常は、自動で起動するため、特に何もする必要はありません。 
何らかの原因で、FinsGatewayの CopyTaskサービスが起動しなかった場合、
FinsGatewayの CopyTaskサービスを開始してください。 
開始/停止方法を以下に示します。 

3－3－1 FinsGatewayの CopyTaskサービスの開始 
1 ［スタート］メニューから［プログラム］｜［FinsGateway］｜［FinsGateway
の設定］を選択します。 

 
2 ［基本］タブの［サービス］を選択します。 
3 ［CopyTaskService］を選択します。 
4 ［開始(S)］ボタンをクリックします。 



 
3－3－2 FinsGatewayの CopyTaskサービスの停止 
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3－3－2 FinsGatewayの CopyTaskサービスの停止  
1 ［スタート］メニューから［プログラム］｜［FinsGateway］｜［FinsGateway
の設定］を選択します。 

 
2 ［基本］タブの［サービス］を選択します。 
3 ［CopyTaskService］を選択します。 
4 ［停止(S)］ボタンをクリックします。 
 
 



      

 

第4章 
データベース格納機能 



4－1 データベース格納機能の概要 
4－1－1 データベース格納機能とは 
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 4－1 データベース格納機能の概要 
 
本章では、EDMS Ver.2.0で追加されたデータベース格納機能について説明します。 

4－1－1 データベース格納機能とは 
データベース格納機能は、SYSMAC SPUユニットが収集したデータを自動的にデー
タベースへ格納する機能です。品質データや生産実績のデータベースによる管理など、
SYSMAC SPUユニットを利用した情報システムの構築を容易にします。また、デー
タベースへデータを格納するプログラムを作成する必要がなく、システム構築のコス
トを削減することができます。 
 
SYSMAC SPUユニットが持つ設定情報をもとに、データベースの設計を自動的に行
うことができます。このため、データベースの知識がなくても、簡単な設定だけでデ
ータベースへのデータ格納が可能になります。 
 
EQView（形WS02-EQMC1-V1）と連携し、EDMSがデータベースへ格納したデー
タをグラフィカルに表示することも可能です。 
 



4－1 データベース格納機能の概要 
4－1－2 データベース格納の操作フロー 
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4－1－2 データベース格納の操作フロー 
データベース格納を開始するまでの設定および操作方法の手順を示します。 
 

参 考 

 

・SPU-Consoleの操作については「SPU-Console オペレーションマニュアル」
（SBSB-534）を参照してください。 

・EDMS-Consoleの[ファイルのコピー]の操作については、「第 3章 コピー機能」を
参照してください。 

 
 

SPU-Consoleで SPUユニットの収集設定を行
います（収集ファイルの数は３以上に設定して
ください） 

「SPU-Console オペレーションマニュアル」
（SBSB-534）を参照 

↓ 
EDMS-Consoleを SPUユニットにオンライン
接続します 
（［ファイル］｜［SPUユニットの登録］） 

「3－2－3 SPUユニットの登録をする」を参
照 

↓ 
EDMS-Consoleの［ファイルのコピー］画面で
コピーを有効にします 

「3－2－5 コピーの設定をする」を参照 

↓  
EDMS-Consoleの［データベース格納］画面で
データベース格納の設定を行います 

「4－3－1 データベース格納の設定を行う」、
および「4－4 データテーブル格納の詳細設
定」参照 
↓ 

EDMS-Consoleの［データベース格納］画面で
データ格納を開始します 

「4－3－2 データベースへのデータ格納の開
始」、および「4－5 データテーブル格納の操
作」参照 

 



4－1 データベース格納機能の概要 
4－1－3 データベーステーブルの自動作成について 
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4－1－3 データベーステーブルの自動作成について 
EDMS-Consoleの[データベース格納]には、SPUユニットの設定情報から、CSVファ
イルのデータをデータベースへ格納するためのテーブルを自動的に作成する機能があ
ります。これにより、データベース設計にかかる工数を削減すること、また、データ
ベースの知識が少なくてもデータベースシステムを構築することが可能となります。 
 
SYSMAC SPUユニットから設定情報（変数、収集パターン設定）を取得し、以下の
3つのテーブルを作成します。 
・データテーブル 
・変数テーブル 
・管理テーブル 
 
以下に、各テーブルについて順に説明します。 
 

■ データテーブル 
データベース格納サービスが CSVファイルのデータを格納するテーブルです。CSV
のフォーマットに従い、空の格納テーブルを生成します。 
テーブル名は自動または任意とし、1つのデータベース内に複数のデータテーブルを
持つことができます。自動で割り当てた場合、「EDMS00000」などのように EDMS
で始まる連番がテーブル名になります。 
テーブルの各フィールドは CSVファイルと 1対１で対応します。 
フィールドには、インデックスなどのヘッダフィールドと、実際のデータを格納する
データフィールドがあります。 
 

フィールド名 フィールドの型 説明 
RECORD_INDEX 長整数型 レコードのインデックスを格納するヘッダ

フィールド。CSVファイルの 0カラム 
TIME_STAMP 日付時刻型 収集時刻。年月日時分秒を格納するヘッダフ

ィールド。CSVファイルの 1カラム 
TIME_STAMP_NANO 長整数型 収集時刻。ミリ秒以下を格納するヘッダフィ

ールド。CSVファイルの 2カラム 
SAMPLING_INDEX 長整数型 サンプリングのインデックスを格納するヘ

ッダフィールド。CSVファイルの 3カラム。
DATA_n 変数のデータ型により異

なる 
実際のデータを格納するデータフィール
ド。フィールド名は”Data_”に 0から始まる
連番をつける。CSVファイルの 4カラム以
降。 

 

お願い 

 

SPUユニットの変数の設定を変更した場合は、データテーブルを作成しなおす必要が
あります。 
データテーブルを作成しなおさない場合、変数のデータ型とデータテーブルのフィー
ルドの型が不整合となり、正しくデータベースへ格納できない場合があります。 
データテーブルを作成しなおすには、データベース格納の設定を削除してから、再度
データベース格納の設定を行ってください。 
 



4－1 データベース格納機能の概要 
4－1－3 データベーステーブルの自動作成について 
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■ 変数テーブル 
データテーブルに格納するデータの属性（変数の情報）を格納するテーブルです。 
テーブル名は EDMS-Consoleが自動で割り当てます。変数テーブルはデータテーブル
と 1対 1に対応します。 
変数テーブルはデータテーブルのデータフィールドと対応します。変数テーブルを検
索することにより、データテーブルに格納される変数の詳細を知ることができます。 

フィールド名 フィールドの型 説明 
FIELD_NAME 文字列 データテーブルのフィールド名 

例）DATA_0 
NAME 文字列型 SPU-Consoleで設定した変数の名前 
DESCRIPTION 文字列型 SPU-Consoleで設定した変数の説明 
DATATYPE_NAME 文字列型 変数のデータ型を表す名前 

例）UINT 
ADDRESS_MEMORY
_NAME 

文字列型 変数のメモリ名 
例）DM 

ADDRESS_OFFSET 整数型 変数のオフセット位置 
ADDRESS_BIT 整数型 変数のビット位置。変数のデータ型が BIT

の場合のみ、それ以外は NULL（空白）。
PLC_DATA_FORMAT 文字列 PLC上のデータ表現。 
SYSTEM_DATATYPE 文字列 変数のシステムデータ型。 
DATA_SIZE 整数型 変数データのバイトサイズ 
UNIT 文字列 変数の工業単位 
OPTION1 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION2 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION3 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION4 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION5 文字列型 オプション。将来の拡張用 

 

■ 管理テーブル 
データテーブルと変数テーブルの対応を管理するテーブルです。 
管理テーブルのテーブル名は EDMS_SYSTEM固定で、データベース内で 1つのみ存
在します。 
管理テーブルを検索することにより、データベースに存在するデータテーブルおよび
変数テーブルを知ることができます。 

フィールド名 フィールドの型 説明 
DATA_TABLE 文字列型 データテーブルの名前 

例）EDMS00000 
VARIABLE_TABLE 文字列型 変数テーブルの名前 

例）VARS00000 
SOURCE 文字列型 SPUユニットの名前 

例）”SPU/ SPUユニットの名前” 
PATTERN 文字列型 SPU-Consoleで設定した収集パターン名 

例）”SPU/パターンの名前” 
DESCRIPTION 文字列型 SPU-Consoleで設定した説明 
CREATE_DATE 日付時刻型 テーブルを作成した日時 
OPTION1 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION2 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION3 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION4 文字列型 オプション。将来の拡張用 
OPTION5 文字列型 オプション。将来の拡張用 

 



4－2 ［データベース格納］画面の表示 
4－2－1 EDMS-Consoleを起動し、［データベース格納］画面を表示する 
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 4－2 ［データベース格納］画面の表示 
 
データベース格納機能の設定画面である［データベース格納］画面の表示方法につい
て説明します。 

4－2－1 EDMS-Consoleを起動し、［データベース格納］画面を表示す
る 

1 ［スタート］メニューから、［プログラム］｜［OMRON］｜［EDMS］｜
［EDMS-Console］を選択します。 
EDMS-Console が起動します。 

2 EDMS-Console で、［データベース格納］タブをクリックします。 
以下のような画面が表示されます。 

 
 

4－2－2 EDMS-Consoleを終了する 
1 ［ファイル］｜［終了］を選択します。 

EDMS-Console が終了します。 
 
 



4－3 データベース格納の基本手順 
4－3－1 データベース格納の設定を行う 
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 4－3 データベース格納の基本手順 
 
データベース格納設定の基本的な手順を示します。ここでは、データベース格納の設
定をはじめて行う場合の、基本的な設定手順とデータを格納する手順を示します。 

4－3－1 データベース格納の設定を行う 
新規にデータベース格納の設定を行う前に、データベース格納の設定を行います。以
下にデータベース格納の設定手順を説明します。 
 
SYSMAC SPUユニットの設定は完了しているものとします（SYSMAC SPUユニッ
トの設定の設定については、「SYSMAC SPUユニット ユーザーズマニュアル
（SBSB-533）」および「SYSMAC SPU 基本ソフト SPU-Console Ver.2.2 オペ
レーションマニュアル（SBSB-534）」を参照）。 
また、EDMS-Consoleを SPUユニットにオンライン接続したあと、［ファイルのコ
ピー］画面で、コピーを有効に設定しているものとします（「第 3章 コピー機能の
設定」を参照）。 
1 EDMS-Consoleを起動します。 
2 EDMS-Console で、［データベース格納］タブをクリックします。 
以下のような画面が表示されます。 

 
3 データベース格納を行うコピーを、クリックして選択します。この例では、「基本
収集」を選択します。 
次の画面が表示されます。 

［ファイルのコピー］タブ
で、有効に設定したコピーが
表示されます。 



4－3 データベース格納の基本手順 
4－3－1 データベース格納の設定を行う 
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4 EDMSデータベースを新規登録します（すでに EDMSデータベースを登録してい
る場合は選択することができます）。 
・「EDMSデータベース」の選択ボックスの右側にあるボタン（ ）をクリック
して、［＜新しい EDMSデータベースを追加する＞］を選択します。 

 
・[EDMSデータベースの設定]ダイアログボックスが表示されます。 
ここでは、Microsoft Accessの例で説明します。 

 

データベース格納を
行うコピーを、クリッ
クして選択します。 



4－3 データベース格納の基本手順 
4－3－1 データベース格納の設定を行う 
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[データベースの種類]でデータベースを選択します。ここでは、Microsoft Access
を選択します。 
[名前]には任意の名前を指定します。 
[説明]は空白でもかまいません。 
[データベース名]は格納先のデータベースの名前を指定します。新規にデータベ
ースを作成する場合は、［作成］ボタンをクリックします（この例では、新規
にデータベースを作成します）。既存のデータベースを選択する場合は、［選
択］ボタンをクリックします。 
[ユーザー名]、[パスワード]を指定するときは、「ユーザー名、パスワードを指
定する」をチェックします。 
 
設定例） 

 
・［接続のテスト］ボタンをクリックします。 

 
・［OK］ボタンをクリックします。 
・［EDMSデータベースの設定］ダイアログボックスに戻ります。 
・［OK］ボタンをクリックします。 
・EDMS-Console の［データベース格納］画面に戻ります。 
・次に示すように、新規作成したデータベース名を選択します。 

 
 
5 ［テーブル作成］ボタンをクリックし、EDMSデータベースのテーブルを作成し
ます。 
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・データテーブルの名前を指定する場合は、［テーブル作成］ボタンをクリックす
る前に、[データテーブル名を指定する]ボックスをチェックし、データテーブル
名を入力します。チェックしない場合は、EDMS-Consoleが自動的にデータテー
ブル名を決定します。 

・正常に作成できた場合は、次のダイアログボックスが表示されます。 

 
・［OK］ボタンをクリックします。 
・次に示す［データベース格納］画面に戻ります。 

 
 

 
以上で、データベース格納の設定は終了です。データベース格納を行うコピーについ
て、上記の操作を繰り返します。 
 

お願い 

 

SPUユニットの変数の設定を変更した場合は、データテーブルを作成しなおす必要が
あります。 
データテーブルを作成しなおさない場合、変数のデータ型とデータテーブルのフィー
ルドの型が不整合となり、正しくデータベースへ格納できない場合があります。 
データテーブルを作成しなおすには、データベース格納の設定を削除してから、再度
データベース格納の設定を行ってください。 
 

作成したデータテーブルの名
前が表示されます。 

作成されたデータベー
ス格納設定が表示され
ます。 

作成されたデータベース格
納設定が、EDMSデータベー
スのツリーにも表示されま
す。 
こちらからもデータベース
格納の操作が行えます。 

登録済みの EDMSデータベースを一括して
表示、編集することができます。 
詳細については、「4－4－2 EDMSデータ
ベースの変更／削除」を参照。 

データテーブルへ格納する変
数を指定することができま
す。デフォルトでは設定されて
いる変数すべてを格納します。
詳細については、「4－4－4 
データテーブルへ格納する変
数を選択する」を参照。 
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4－3－2 データベースへのデータ格納の開始 
データベースへデータの格納を開始します。 
1 [データベース格納]タブをクリックします。 

 

 

 
2 データベース格納の設定を選択します。 
3 「タスク」フィールドの[このデータベース格納の設定を有効にする]をチェックし
ます。 
・「データベース格納のオプション設定」を行う場合は、後述の「■タスク」の「●
データベース格納のオプション設定」を参照してください。 

4 [開始]ボタンをクリックします。 
データベースへのデータの格納が開始されます。 
・コピーが開始されていない場合は、自動的にコピーが開始されます（デフォルト
設定時。詳細については「4－5－1 データの格納の操作を一覧から実行する」
の「コピーも開始／停止する」を参照）。 

・[更新]ボタンをクリックすると、データテーブルの内容が表示されます。データ
テーブルの詳細については、後述の「■データテーブルの表示」を参照してくだ
さい。 

・データの格納を停止するときは、[停止]ボタンをクリックします。 
 

4： 
 [開始]ボタンをクリックします。 
このボタンは[このデータベース格
納の設定を有効にする]をチェック
すると、表示されます。 

2： 
データベース格納の
設定をクリックしま
す。 

1： 
[データベース格納]タ
ブをクリックします。 

「タスク」の詳細については、後
述の「■タスク」を参照してくだ
さい。 

3： 
[このデータベース格納の設定を
有効にする]をチェックします。 

「データテーブルの表示」の詳細
については、後述の「■データテ
ーブルの表示」を参照してくださ
い。 

「EDMSデータベースの情報」の詳細に
ついては、後述の「■EDMSデータベー
スの情報」を参照してください。 

「ログの表示」の詳細について
は、後述の「■状態とログの表
示」を参照してください。 
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■ 状態とログの表示 
「状態」欄には、EDMSの現在の状態が表示されます。 
 

  
 
「状態」欄には、以下のステータスが表示されます。 

ステータス 内容 
停止中 データベースへのデータ格納が停止中です。 
動作中 データベースへのデータ格納が動作中です。 
--- データベース格納の設定が有効になっていない。もしくは

DBRegistServiceプログラムが開始していない。 
 
［ログの表示］ボタンをクリックすると、ログファイル（エラーの内容が記録された
リング形式で最大 5個のテキストファイル。ファイル名は DBRegist_1.log～
DBRegist_5.log）を選択して表示することができます（テキストエディタで表示）。  
 

参 考 

 

・何らかの理由によりデータベースへのデータの格納に失敗した場合、ログファイル
にエラーの内容が記録されます。 

・エラーが発生した csvファイルは、コピー先フォルダ内に自動作成される badとい
う名前のフォルダに、保存されます。 

 

■ EDMSデータベースの情報 
「EDMSデータベースの情報」フィールドには、次に示すように、現在選択中のデー
タベース格納の設定のデータベース情報が表示されます。 
 
 

 
 
[データのクリア]ボタンをクリックすると、データテーブル内のデータがクリアされテ
ーブルは空になります。このときデータテーブルは削除されません。 
 
 

「EDMSデータベー
スの情報」の表示／非
表示を切り替えます。 

EDMSの現在の状態
が表示されます。 
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■ タスク 
「タスク」フィールドの操作方法を説明します。 
 
 
 

 
 

● データベース格納の設定を削除 
データベース格納の設定を削除するときは、データの格納を停止させてください。 
1 データベース格納の設定を削除する場合は、［データベース格納の設定を削除］を
クリックします。 
次の画面が表示されます。 

 
・データベース側のデータテーブルも削除する場合は、［データテーブルも削除す
る］をクリックして、チェックします。 

2 ［OK］ボタンをクリックします。 
 

参 考 

 

[データテーブルも削除する]をチェックした場合、データテーブルおよび変数テーブ
ルが削除され、格納したデータも全て削除されます。データを残す場合は、必ず[デー
タテーブルも削除する]のチェックをはずしてください。 
 

● データベース格納のオプション設定 
データベース格納のオプション設定を行うときは、データ格納を停止させてください。 
1 データベース格納の設定を削除する場合は、［データベース格納のオプション設
定］をクリックします。 
次の画面が表示されます。 

 

現在選択中のデータベース
格納の設定を有効にします。

現在選択中のデータベース格納の
設定を、パソコン起動時に自動的に
開始する場合は、チェックします。 
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・SPUユニットからコピーしたデータファイルをデータベースに格納したあとに、
データファイル削除しない場合は、［コピーしたファイルを削除しない］をクリ
ックしてチェックを付けます。 
この場合、データベースに格納し終わったファイルは、コピー先フォルダ内に自
動作成される csvという名前のフォルダに移動されます。 
・コピー先フォルダ内のデータファイルの有無を監視する周期を変更する場合は、
「フォルダを監視する周期」の欄に秒単位で設定します。 

2 ［OK］ボタンをクリックします。 
 

■ データテーブルの表示 
「データテーブルの表示」フィールドの操作方法を説明します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

参 考 

 

「レコードの表示範囲」で「1秒」を指定した場合、最後に格納されたデータの時刻
と同じ秒のデータを表示します。 
例えば以下のようなレコードの場合、RECORD_INDEXが 1および 2のレコードが表
示されますが、0のレコードは表示されません。  
RECOR

D_INDEX 
TIME_STAMP TIME_STANP_NANO SAMPLING_INDEX DATA_0 DATA_1

0 2006/04/11 16:28:47.978 978897702 1 62241 18006

1 2006/04/11 16:28:48.080 80890182 2 62241 18006

2 2006/04/11 16:28:48.182 182882662 3 62241 18006

 

表示するデータベー
スファイルを選択し
ます。 
(Microsoft Accessの
場合のみ) 

データテーブルの総レコード数と「レコードの
表示範囲」で指定した範囲のレコード数を表示
します。 
この例では総レコード数が 50442、1秒間の表示
レコード数が 9であることを示しています。 

データの表示範囲を選択しま
す。 
最後に格納されたデータからさ
かのぼって表示されます。 

クリックすると、格納されたデ
ータが表示されます。 
再度クリックすると、表示が更
新されます。 
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 4－4 データベース格納の詳細設定 
「4－3－1 データベース格納の設定を行う」で示した基本的な設定以外のデータベー
ス格納の設定方法について説明します。 

4－4－1 EDMSデータベースの設定 
EDMSデータベースとは、データベースと接続するための設定です。 
対応するデータベースは、Microsoft Access、Microsoft SQL Server、および Oracle 
Databaseです。それぞれごとに、EDMSデーベースの設定項目が異なります。 
以下に、データベースの種類ごとに説明します。 
 

■ Microsoft Access  
[EDMSデータベースの設定]ダイアログボックスの[データベースの種類]で、
[Microsoft Access]を選択します。 

 
設定項目を以下に示します。 

項目 内容 
名前 EDMSデータベースの設定に任意の名前を入力します 
説明 EDMSデータベースの説明を入力します。空白でもかまいません。 
データベース名 Microsoft Accessデータベースのmdbファイルのパスを選択、または

入力します。 
既存のmdbファイルを指定する場合は[選択]ボタンをクリックし、
mdbファイルを選択します。 
mdbファイルを新規に作成する場合は[作成]ボタンをクリックしファ
イル名を入力します。 

ユーザー名、パスワード パスワードで保護した Microsoft Access データベースの場合は、[ユ
ーザー名、パスワードを指定する]をチェックし、[ユーザー名]、[パス
ワード]を入力します。 

 
● オプションの設定項目 

Miscrosoft Accessデータベースは、mdbファイルのサイズが２GBに制限されていま
す。この制限を越えるデータを格納するために、ファイルの切り替えオプションがあ
ります。ファイルの切り替えを設定するには、[オプション]ボタンをクリックします。 
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設定項目を以下に示します。 

項目 内容 
ファイルの切り替え ファイルの切り替え方式を選択します。以下の方式があります。

・ファイルのサイズで切り替える（デフォルト） 
・レコード数で切り替える 
・ファイルの切り替えをしない 

日時フォーマット 切り替え後のファイル名のフォーマットを指定します。 
ここで指定したフォーマットに従い、ファイル名に日付時刻が
自動的に追加されます。 

ファイルサイズ 方式が「ファイルのサイズで切り替える」の場合、ファイルの
サイズをMB単位で指定します。 

レコード数 方式が「レコード数で切り替える」の場合、レコード数を指定
します。 

 

お願い 

 

・ ファイルの切り替えをしない場合、mdbファイルのサイズが 2GBに達する可能性
があります。それ以降データ格納に失敗します。mdbファイルが 2GBに達しない
ようデータベースのメンテナンスを行ってください。 

・ ファイルの切り替えを行なう場合、他のアプリケーションがmdbファイルをオープ
ンしていると、ファイルの切り替えを行ない無い場合があります。ご注意ください。

 

参 考 

 

・ ファイルの切り替えが行われると、それまでデータ格納の対象となっていたmdb
ファイルは、設定された日時フォーマットに従ったファイル名にリネームされ、新
たにデータ格納対象のmdbファイルが生成されます。データ格納の対象となるmdb
ファイル名は、ファイルが切り替えられた後も変更されません。 
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■ Microsoft SQL Server  
[EDMSデータベースの設定]ダイアログボックスの[データベースの種類]で、
[Microsoft SQL Server]を選択します。 

 
 
設定項目を以下に示します。 

項目 内容 
名前 EDMSデータベースの設定に任意の名前を入力します 
説明 EDMSデータベースの説明を入力します。空白でもかまいませ

ん。 
サーバー名 Microsoft SQL Serverデータベースが稼動するサーバーの名前

もしくは IPアドレスを指定します。 
データベース名 Microsoft SQL Serverデータベースのデータベース名を指定し

ます。 
ユーザー名、パスワード ユーザー名、パスワードを入力します。 

 

お願い 

 

Windows認証はサポートしていません。SQL Server認証で接続できるよう SQL 
Serverの[セキュリティ]の設定を指定してください。 
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■ Oracle Database  
[データベースの種類]で[Oracle Database]を選択します。 

 
 
設定項目を以下に示します。 

項目 内容 
名前 EDMSデータベースの設定に任意の名前を入力します 
説明 EDMSデータベースの説明を入力します。空白でもかまいませ

ん。 
データベース名 Oracle Databaseのサービス名またはネット・サービス名を指定

します。 
ユーザー名、パスワード ユーザー名、パスワードを入力します。 

 

お願い 

 

リモートマシン上の Oracle Databaseに接続する場合は、先に Oracleクライアントを
インストールしネット・サービスの設定をしてください。 
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4－4－2 EDMSデータベースの変更／削除 
EDMSデータベースの設定を変更／削除する手順は以下のとおりです。 
1 任意のコピーをクリックして、データベース格納の設定画面を表示します。 

 
2  [EDMSデータベースの一覧を表示］をクリックします。 

または、 [データベース格納] メニューから[EDMSデータベースの一覧を表示]
を選択します。 

［EDMSデータベースの一覧］ダイアログボックスが表示されます。 

 
3 EDMSデータベースを選択し、［プロパティ］、または［削除］ボタンをクリッ
クします。 
※EDMSデータベースの設定を変更、削除する場合は、まず、該当する EDMSデ
ータベースを利用するデータベース格納設定を削除する必要があります（「4－3
－2 データベースへのデータ格納の開始」の「■タスク」参照）。 

1： 
任意の「コピー」をク
リックします。 

2： 
「EDMSデータベースの
一覧を表示」をクリック
します。 
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4－4－3 データベースへの接続を確認する 
登録した EDMSデータベースの設定で、実際にデータベースへ接続できることを確認
する手順を示します。 
1 ［EDMSデータベースの一覧］ダイアログボックスで、データベースの名前を選
択します。 

2 ［接続のテスト］ボタンをクリックします。 
接続に成功すると、以下のダイアログボックスが表示されます。 

 
接続できない場合は、以下のようなダイアログボックスが表示されます。データベ
ースの構成の設定を見直してください。 

 
 

4－4－4 データテーブルへ格納する変数を選択する 
データテーブルへ格納する変数を指定することができます。 
デフォルトでは設定されている変数すべてを格納します。 
1 以下に示すように、設定を行うコピーをクリックして、そのデータベース格納の設
定画面を表示します。 

 
2 ［データテーブルへ格納する変数を選択］をクリックします。 
［変数の選択］ダイアログボックスが表示されます。 

1： 
任意の「コピー」をク
リックします。 

2： 
「データテーブルへ格納
する変数を選択」をクリ
ックします。 
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3 データベースへ格納する変数を選択（チェックボックスにチェック）後、［OK］
ボタンをクリックします。 

 

参 考 

 

・1つのデータテーブルに格納できる変数の最大数は、使用するデータベースシステ
ムの制限により異なります。 
Microsoft Accessの場合：251 
Microsoft SQL Serverの場合：1020 
Oracle Databaseの場合：996 
・変数の数が制限を超える場合は、上記手順 3で、格納する変数の数を減らしてくだ
さい。 

・データテーブルに格納する変数を選択してテーブルを作成したデータテーブルは、
データベース格納設定削除の際に「データテーブルも削除する」を行っても、選択
された変数の情報は保持します。このため、再度テーブル作成を行うと、削除前と
同じ変数が選択されたデータテーブルが作成されます。 

 
 
 

データベースの種類により、
格納可能な変数の数は異なり
ます。 
制限以上の変数が登録されて
いる場合は、本画面で変数の
数を減らす必要があります。

デフォルトでは、SPUユニットに登録されてい
るすべての変数が選択されています。 



4－4 データベース格納の詳細設定 
4－4－5 EDMSデータベースを対象にデータベース格納の設定を行う 

4-22 

4 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
格
納
機
能 

4－4－5 EDMSデータベースを対象にデータベース格納の設定を行う 
「4－3－1 データベース格納の設定を行う」で示した基本的な設定では、選択したコ
ピーのデータを、どの EDMSデータベースに格納するかという流れで、設定方法を説
明しました。 
ここでは逆に、選択した EDMSデータベースに、どのコピーのデータを格納するかと
いう流れで、設定方法を説明します。 
1 [データベース格納]タブで、対象とする EDMSデータベースをクリックして選択し
ます。次の画面が表示されます。 

 

2 データベースへ格納するコピーを選択し、［テーブル作成］ボタンをクリックして、
EDMSデータベースのテーブルを作成します。 

 

クリックします。 

コピーを選択しま
す。 

[テーブル作成]ボ
タンをクリックし
ます。 
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3 正常に作成できた場合は、次のダイアログボックスが表示されます。 

 
［OK］ボタンをクリックします。 
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 4－5 データテーブル格納の操作 
 
データベースへデータの格納を行う手順を説明します。 

4－5－1 データの格納の操作を一覧から実行する 
データベース格納設定の有効／無効の設定、およびデータ格納の開始／停止の操作を、
データベース格納の一覧から実行することができます。複数のデータベース格納設定
を登録している場合は、複数のデータベース格納設定について一括して操作できます。 
1 [データベース格納]タブで、接続先の SPUユニットをクリックして選択します。 
次に示すように、選択した SPUユニットに対して設定されているデータベース格
納の操作画面が表示されます。 

 
 

参 考 

 

[データベース格納の一覧]にはデータベース格納の設定がされたものだけが表示され
ます。データの格納の操作を一覧から実行するには、先にデータベース格納の設定を
行ってください。 

 
2 データベース格納の一覧で、操作を行うコピーをクリックして選択します（複数選
択可）。 

3 ［開始］、［停止］、［有効］、または［無効］ボタンをクリックします。 
 

参 考 

 

[開始]、「停止」は、データベース格納の設定が「有効」のものだけが操作できます。
[開始]、「停止」を実行するには、先にデータベース格納設定を「有効」にしてくだ
さい。 
 

接続先の SPUユニット
をクリックします。 

チェックすると、データの格納の
開始／停止時に、コピーも開始／
停止します。 
チェックを外すと、コピーの動作
が連動しなくなります。 



      

 

第5章 
トラブルシューティング

と EDMSの性能 
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5－1 トラブルシューティング 
 

5－1－1 ファイルのコピーのトラブルシューティング 
ファイルのコピーではエラーが発生すると、ログに記録されます。ログを確認するこ
とで原因が判明する場合があります。 
ログを確認する方法については、「3－2－9 ログを確認する」を参照してください。 

 
 
おもなエラーと、想定される原因、必要な処置は、以下のとおりです。 

イベン
ト ID 

説明 想定される原因 処置 

85 ディスクの残り容量が＊以下に
なりました。 

ハードディスクの空き容量が
不足しています。 

不要なファイルを削除し、使用している
ディスクの空き容量を十分に確保してく
ださい。 

97 コピーの初期処理に失敗しまし
た。 

SPUユニットの電源がOFFに
なっている。 

SPUユニットの電源を ONにしてくださ
い。 

ネットワークに障害がある。 ケーブル、ハブなどを確認し、ネットワ
ークに障害がないことを確認してくださ
い。 

SPUユニットの収集設定とコ
ピーの設定が合っていない。 

「設定の読み出し」ボタンをクリックし
て、SPUユニットの設定を再度読み出し
た後にコピーの設定を行なってくださ
い。 

101 コピーの設定が異常です。 

SPUユニットのユニット設定
の「ユーザ認証を有効にする」
が ONになっている。 

「ユーザ認証を有効にする」を OFFにし
てください。 

SPUユニットの電源がOFFに
なっている。 

SPUユニットの電源を ONにしてくださ
い。 

ネットワークに障害がある。 ケーブル、ハブなどを確認し、ネットワ
ークに障害がないことを確認してくださ
い。 

99 ファイルの監視中にエラーが発
生しました。 

SPUユニットが、設定の変更中
など、コピーできない状態で
す。 

SPUユニットの設定を変更するときは、
コピーを停止してください。 

100 ファイルのコピーに失敗しまし
た。 

ハードディスクの空き容量が
不足しています。 

不要なファイルを削除し、使用している
ディスクの空き容量を十分に確保してく
ださい。 

ファイル収集の数が 2に設定さ
れている。 

SPU-Consoleの収集設定画面で、ファイ
ルの数を増やしてください。 

102 ファイルの取りこぼしが発生し
ました。 

ユニットを監視する周期が長
い。 

「高度な設定」画面で、ユニットを監視
する周期を短くしてください。 
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5－1－2 データベース格納のトラブルシューティング 
データベース格納ではエラーが発生すると、ログファイルに記録されます。ログを確
認することで原因が判明する場合があります。 
ログを確認する方法については、「5－1－3 データベースへのデータ格納の開始」の
「■状態とログの表示」をご参照ください。 

 
おもなエラーと、想定される原因、必要な処置は、以下のとおりです。 

エラー内容 想定される原因 処置 
SPU-Consoleで設定した変数の型
と、PLCの実際のデータの型が一
致していない。 

SPU-Consoleで変数の型を正しく
設定してください。次に、
EMDS-Consoleでデータベース格
納の設定を削除した後、再度テー
ブル作成を行ってください。 

SPU-Consoleで変数の型を変更し
たため、データベースの型と一致
しない。 

データ変換に失敗しました。 

SPU-Consoleで収集する変数を削
除、または追加したため CSVファ
イルのフィールドとデータベース
のフィールドの数が一致しない。

EMDS-Consoleでデータベース格
納の設定を削除した後、再度テー
ブル作成を行ってください。 

データベースシステムが起動して
いない。 

データベースシステムを起動した
後、再度データベース格納を開始
してください。 

データベースシステムとリモート
接続している場合、ネットワーク
の障害によりデータベースシステ
ムと接続できない。 

ネットワークの障害を復旧した
後、再度データベース格納を開始
してください。 

データベースへの格納に失敗しま
した。 

データベースシステムに何らかの
障害があるため、データベースへ
の格納でエラーが発生した。 

データベースシステムの障害を復
旧した後、再度データベース格納
を開始してください。 

CSVファイルのオープンに失敗し
ました。 

Excelなど他のアプリケーション
が CSVファイルを使用している
ため、CSVファイルがオープンで
きない。 

他のアプリケーションで開いてい
る CSVファイルを閉じてくださ
い。 

 

参 考 

 

・エラーログには以下のようなフォーマットで記録されます。 
日付,時刻,エラー番号,サービス名,データソース名,ブロック名,エラー内容 [詳細情報] 

・サービス名、データソース名、ブロック名は、どのデータ格納サービスかを示す情

報です。 
・詳細情報には、エラーの原因や、どのレコードで発生したかを示す情報などが記録

されます。詳細情報は、エラー内容により記録される情報が異なります。 
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5－2 EDMSの性能について（ご参考） 
 
EDMSのコピーおよびデータベース格納の性能は、おもに以下の複数の要因で変化し
ます。 
・使用環境 
お使いのパソコンの性能、ネットワークの性能、データベースシステムの性能など。 

・SYSMAC SPUユニットの負荷 
SYSMAC SPUユニットにおける周期、データとして記録する変数の量、収集パタ
ーンの数など 

・ユニットを監視する周期、コピーの数 
 
EDMSのコピーおよびデータベース格納の性能は、これらの要因に対してあらかじめ
明確な制限を設けるのではなく、実際にお使いの環境で要求する性能を満たすかどう
か、お試しいただくことを前提としています。 
したがって、実運用の前に、上記の要因についてあらかじめ十分な試行を行って適切
な設定を行うことをご推奨します。 
 
以下に試行方法の例を示します。 

・ 取りこぼしのないように短い間隔でコピーおよびデータベース格納を行うには 
－SYSMAC SPUユニットの設定において、 

・ファイルの数を増やす 
・収集パターンの数を減らす 
・データとして記録する変数の量を減らす、など 

―コピーの数を減らす 

・ コピーを大量に行うには 
－SYSMAC SPUユニットの設定において、 

・ファイルの数を増やす 
・収集パターンの周期の設定を長くする 
・データとして記録する変数の量を減らす、など 

－ユニットを監視する周期を長くする 
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